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研究成果の概要（和文）：　本研究においては、まず第一に、欧州、特にベルリン国立アジア美術館所蔵の写真
資料や平面図の草稿図などの調査、および英国の大英図書館所蔵の写真史料の調査を行い、トルファン地区及び
クチャ地区の遺跡を対象として、図像資料に基づく遺跡照合を進めた。第二に、これらの成果に基づき、中国の
新疆ウイグル自治区において遺跡の現地踏査を行い、ドイツ隊・英国隊が調査した遺跡の確定作業を進めた。第
三に、中国国内に残る西北科学考察団関係の資料調査を実施するなど、多彩な成果を挙げることができた。

研究成果の概要（英文）：　In this project, firstly, we researched the old photos, draft of sketch 
plans of ruins surveyed by German Turfan Expeditions in Museum fur Asiatische Kunst, old photos of 
Stein Collections in British Library, re-identified the ruins of Turfan and Kucha area based on old 
photos, sketch plans and satellite images. Secondary, we have conducted archaeological fieldwork in 
Turfan area, Xinjiang Uygur Autonomous Region, have confirmed the ruins surveyed by German Turfan 
Expeditions and Stein Expeditions. Thirdly, we researched the resources about Sino-Swedish 
Expeditions that remains in China, we have obtained the various results in this project.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　19世紀末から20世紀初頭にかけて、欧州・日本・中国から派遣されたシルクロード探険隊は、多くの考古学
的・歴史学的に重要な成果を挙げ、以来約100年にわたって、シルクロード研究の重要な基盤となってきた。し
かし、100年前に作成された地図には作成上の技術的な問題点が存在し、そのため探検隊が調査した遺跡地点が
現在のどの地点に該当するのか把握が困難であった。本研究は、電子化した古地図とGISソフトウェアを用い、
古写真と平面図などを用いつつ、過去のシルクロード探険隊が調査した地点を確定することで、研究の基盤とな
る重要な地理学的情報の確立を目指すもので、今後のシルクロード研究の発展を促す意義がある。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
 19 世紀末から 20 世紀初頭にかけて、欧州・日本・中国などから続々と派遣されたシルクロ
ード探険隊は、多くの考古学的・歴史学的に重要な成果を挙げ、以来約 100 年にわたって、シ
ルクロード研究の重要な基盤となってきた。しかし、100 年前に作成された地図には作成上の
技術的な問題点が存在し、そのため探検隊が調査した遺跡地点が現在のどの地点に該当するの
か把握が困難であった。そこで本研究では、電子化した古地図と GIS ソフトウェアを用い、古
写真と平面図などを用いつつ、過去のシルクロード探険隊が調査した地点を確定することで、
今後のシルクロード研究の基盤となる情報を確立することを目指すこととした。 
 
 
２．研究の目的 

 
本研究は、研究代表者らが提案する「地図史料批判」という手法を用いて 20 世紀初頭のシ

ルクロード探検隊が残した地図・平面図・古写真といった様々な空間情報を持つ画像資料を定
量的に解析することで、所在不明となっていた探険隊調査遺跡を系統的に解明し、これまで相
互参照されることなく蓄積されてきた欧州・日本と現代中国の考古学・歴史学研究の成果を統
合する学術情報基盤を作成することを目的とする。本目的を達成するために、1)遺跡照合を行
うための基礎的調査として、イギリス・ドイツ・中国・ロシア・フィンランド・日本に保存さ
れる未刊行の探検隊撮影古写真や調査記録の悉皆調査を行い、2)古地図・古写真の解析結果と
現況に基づいて探険隊調査遺跡の同定を行い、シルクロード遺跡データベースを構築して成果
を共有する環境を整える。 
 
 
３．研究の方法 
  
 本研究の目的を達成する方法として、研究代表者は 1)特定の地物に対する古地図上の位置と
現代地図の間の誤差を収集し、古地図を補正して現在位置を推定し、2)平面図を用いて遺跡位
置を絞り込み、3)シルクロード探検隊撮影の古写真と現代写真を用いた遺跡照合によって遺跡
と遺構の詳細な対応関係を確定する。遺跡照合の証拠と結果を収集・格納するデータベースの
構築は既に始まっており、本研究では遺跡照合に用いる原資料を収集するために、イギリス・
ドイツ・中国・フィンランド・ロシア・日本など各地の研究機関との協力し、現地調査と探検
隊撮影の古写真やスケッチ等の探検隊記録資料の調査を行う。これらを併用して遺跡照合を行
い、結果をデータベースで公開することで、過去と現在の研究成果の橋渡しを可能にする研究
基盤を構築する。 
 
 
４．研究成果 
 
 本研究においては、（1）欧州学術機関における史料調査、（2）中国・新疆ウイグル自治区に
おける現地踏査、（3）中国所蔵の新資料に関する悉皆調査と解析、（4）国際際学会などにおけ
る成果発表などの面で成果を挙げることができた。 
 
（1） 欧州学術機関における調査に関しては、特に平成 28年度に、ベルリン国立アジア美術
館に赴き、同美術館の研究者とともにアジア美術館所蔵の写真資料や平面図の草稿図などの検
討を行い、トルファン地区およびクチャ地区の遺跡を対象として、従来の成果に基づきさらな
る遺跡照合を進めた。 
特にトルファン地区の遺跡においては、1.遺跡現況とドイツ隊調査遺跡の調査地不明古写真

の照合、2．衛星写真とドイツ隊調査遺跡の平面図の照合、3．ドイツ隊撮影古写真と衛星写真
の照合による撮影地の特定を行い、従来撮影地が不明であったドイツ隊撮影の古写真を用いる
ことで、特にドイツ隊が調査した Murtuq III Anlage という遺跡の調査状況についてより詳細
な情報を得ることができ、これに基づいて翌年には現地調査を行うことが可能になった。それ
ばかりでなく、衛星写真とイギリスのスタインが残した遺跡広域図を重ね合わせることによっ
て、ドイツ隊と英国のスタイン隊の調査地との相関関係を明らかにすることが可能になり、こ
れらの予備的な成果を国際学会で広く公開し、現地研究機関への還元を計った。 
そのほか、クチャの一部地域において遺跡データの照合を進めた。クチャ地区ではスタイン

隊の成果のみならず、ドイツ隊とフランスのペリオが行った調査が重要性を持つため、ケース
スタディとしてドイツ隊が調査した遺跡についてフランス隊の調査報告と現代中国で行われた
遺跡調査報告を照合し、衛星写真上での照合を行った。その結果、河川の両岸に相対応する城
塞遺跡が存在することが明らかになるなど、次年度に繋がる成果を得ることができた。 
 
（2） 中国・新疆ウイグル自治区における現地踏査については、平成 29年度の夏期に集中的
に成果を挙げることができた。 



遺跡踏査においては、まず、中国の新疆ウイグル自治区のトルファン地区において、前回（2012
年）行った高昌故城調査の補足調査を行った。前回は高昌故城の悉皆調査を実施したが、その
際、遺跡東北隅にある寺院 Vの調査が不十分なままになっていた。そのため、調査に於いては
まずこの地点に再び赴き、1902 年に行われたドイツ=トルファン探険隊が残した遺構スケッチ
および平面図を参照しつつ、今後の写真照合に必要な資料を収集した。 
次いで、前年度にドイツのアジア美術館において収集した資料に基づき、トルファン盆地の

ウジャンブラク遺跡において、1902 年から 1904 年の間にドイツ=トルファン探険隊が調査しそ
の後所在地が不明となっていた Murtuq III Anlage 遺跡の再発見を目的として調査を行った。
調査においては、出発前に衛星写真による現況確認を行った上で、現地研究機関と協力して、
ベルリン国立アジア美術館が所蔵する古写真および平面図を用いて現地の景観や遺構プランと
照合を行い、当該遺跡がドイツ隊の調査した重要遺跡であることが確定した。当該遺跡は英国
隊も調査していることが判明したため、英国の調査とも照合を行い、その相互関係を確定した
上で、情報を現地文物局に提供した。 
 
（3） 中国所蔵の新資料の調査に関しても、同じく平成 29年度に顕著な成果を上げること

ができた。ウルムチ市にある新疆師範大学黄文弼特蔵館を訪問し、西北科学考察団
（Sino-Swedish expedition）の中国側隊員である黄文弼が所蔵していた地図類を中心に調査を
行った。その結果、所蔵されている地図の全貌を把握すると共に、黄文弼が所蔵していた地図
の性質を明らかにする手がかりを得ることに成功し、黄文弼が 1950 年代に出版した地図と、
Sino-Swedish expedition 隊長であった Sven Hedin が出版した地図の関係を解明することが可
能になった。 
資料解析については、平成 30 年度も継続し、新疆師範大学黄文弼特蔵館に所蔵される西北科

学考察団（Sino-Swedish expedition）の中国側隊員である黄文弼が所蔵していた地図類の解析
を行った。その結果、黄文弼が所蔵していた地図の性質をより詳細に明らかにすることが可能
になり、黄文弼が 1950 年代に出版した地図に関して、Sino-Swedish expedition 隊長であった
Sven Hedin が出版した地図に由来する部分、西北科学考察団が踏査を行った時期の最新の成果
であったスタインの地図に由来する部分、そして黄文弼独自の記録に基づく部分についてほぼ
区別することが可能になった。また、スタイン撮影写真、大谷探検隊撮影写真、ドイツ隊撮影
写真等、各国探検隊の撮影した古写真を収集し、その撮影方法・撮影対象などの解析に着手し
た。 
 
（4） これらの成果を受けて、特に平成 30年度は、主に国際学会・国内学会などで上記の

成果を公表し、国内外に新たな研究ネットワークを広げた。まず、国際公文書館会議東アジア
地域支部（EASTICA） 国際会議において本科研の研究成果を含む内容を公表し、国内外の世界
遺産や世界の記憶に関する研究者と交流すると共に、今後の方針に関するフィードバックを得
ることができた。さらに、国内でも人文地理学を専門とする研究者との交流を進め、今後の共
同研究を目指して情報交換を行うことができた。 
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